
奈良自然ノ情幸枝 第86号 1992年3月14日

630奈良市高畑町　奈良教育大学自然教育演習室発行

祖　0742－27－9207

シギ・チ　ドリ、　＝了ミ　ミズク　（9）
3月12日（続き）、13日

井戸野池にはコガモ、コチドリ、ケリ、ハマシギ（4）、ツルシギ（2）、タシギ、

セイタカシギ（1）、バクセキレイ、ホオジロ、カシラタカ、オオジュリン、カワラ

ヒワがいました。

上面　　　　下面

オオタカ　も鳩

また、田んぼへ行きましたが、コミミズクはい

ませんでした。広大寺池の上あたりをカラスと何

故、かが飛んでいました。「あれ、あのカラスと一緒

に飛んでいるの茶色っぽいなあ」と思って見てみ

るとタカでした。カラスと同じぐらいの大きさで

割と茶色っぽかったのでオオタカの幼鳥のようで

した。くるくる回って飛びながら東の方へ遠ざか

って行きました。

コミミズクを待ちましたが、なかなか出てこないので、その後もう一度井戸野池に

行きました。今度はイカルナドリもいました。ハマシギは7羽になっていました。

田んぼではまた、あの白黒の猫がねずみをねらっているようでした。

待っていてもコミミズクほなかなか出てこないのであきらめ

て歩き回っていると、遠くの畑のカカシの近くに止まっている

のを父が見つけました。望遠鏡で見てみるとまゆがいつものと

少し違う形で、羽角が少し目立っていました。いつものとは違

う個体なのかもしれません。何羽いるのでしょうか。父がカメ

ラを持って近づいたので酉の方へ飛んでいきました。

田んぼでは、オオタカとコミミズクの他に、アオサギ、ケリ

一サし色

キジハト、ヒバリ、ツバメ、タヒバリ、ツグミ、ホオジロ、カワラヒワ、ハシポソガ

ラスを見ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前田健）

前田健に案内してもらって、コミミズクが見られる所に行きました。田畑が広がる

場所で、そのあぜ道を歩きました。そして、アアそうか。ここにコミミズクが住み着

いているわけだと簡単に納得しました。あぜ道にたくさんの穴があいていました。ま

ざれもなくハタネズミの坑道です。こんなにも多くの穴があるということは、よほど

多くのハタネズミが生息しているのでしょう。これなら、毎日ネズミを容易に十分捕

れるはずだと思いました。これを実証するために、ぜひコミミズクのぺリットを見つ

けたいと思いましたが、発見できませんでした。

この辺りで、モンシロチョウが飛んでいるのを見ました。また、田畑の畔にはオオ

イヌノフグリ、ハコぺ、タネツケバナ、　　，ノミノフスマ、ホトケノザの花が咲

いていました。レンゲの花も咲きかけていました。

前田健の記事にコガモがイタチにやられたらしいというのがありましたが、池のぬ
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かるみにタヌキらしい足跡があったのでひょっとするとタヌキにやられた可能性もあ

ります。

3月13日

広大寺池にはまたカモがいませんでした，タゲリとコチド

リもいませんでした。シロチドリが1羽いました97日には

いましたが、その後見ていませんでした。巨大なコィ．を見ま

した。かなりの大きさです。

カイツブリ、アオサギ、イカルチドリ（2）、シロチドリ

（1）、ケリ、クサシギ（1）、タシギ、ツバメ、バクセキ

（前田喜四雄〉

レイ、タヒバリ、ヒヨドリ、モズ、ツグミ、ホオジロがいました。

井戸野池へ行く途中コミミズクを探しましたが、見つかりませんでしたっ

井戸野池にはタイサギ（1）、コサギ（1）、

アオサギ（1）、コガモ、コチドリ（1）、

ケリ、ハマシギ（11）、ツルシギ（1）、タ

シギ、セイタカシギ（1）、キジハト、ヒバ

リ、バクセキレイ、ツグミ、ホオジロ、カシ

ラタカ、オオジュリン、ムクドリがいました。

ツルシギはまた数が変っていました。見てい

るとコチドリがピッと鳴きながら飛んできて、

4羽になりました。セイタカシギはやはり巽

の上から足を出して頭をかきます。

帰りにまたいつもの所からコミミズクを探しましたがいませんでした。そこで、12

日にコミミズクがいた酉の方へ行ってみると、コミミズクが飛んでいました。そして、

12日と同じ所に止まりかけましたが、結局止まらず、ビニールハウスのかげに見えな
／

くなりました。そのハウスの向こう側へ行ってみましたが、もういませんでした。5

時20分でした。西の方へ行ってしまったのかと思って帰ろうとし、またハウスの東側

に戻ると12日と同じ棒の先に止まっているのが見えました。戻ってきて止まったよう

でした。急いで見てみました。しばらくすると飛び立ち、またハウスの西側へ見えな

くなりました。

そこでまた、帰ろうとして広大寺池の近くの曲り角までくるとコミミズクが東の方

から飛んでくるのが見えました。田んぼの中を何回も回ってから、見ていた所のすぐ

そばを通って酉の方へ飛んでいきました。

ここはイチゴか何かを作っているビニールハウスがたくさんあるので、コミミズク

が飛んでいるのを見ていてもすぐハウスのかげに見えなくなってしまいます。

広大寺池の堤防の上に大きめの烏がいました。もう暗くなりかけていたので、よく

見えず初めコミミズクかと思い、首が長かったのでタカかと思い、その後キジだと分

りました。オスでした。池にはタシギがたくさん出てきていました。　（前田健）

二∋月1　2日　暖かい日

教育大学にオオイヌノフグリ、タンポポがたくさん、ハコぺもちらほら嘆いていま

す。カタバミも咲きかけています。キタテハが飛んでいました。　（前田書四雄）
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